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教
育
長　
情
報
拠
点
と
し
て
の

機
能
や
デ
ジ
タ
ル
化
に
対
応
し

た
電
子
図
書
館
と
し
て
の
機
能

が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
網
の
整
備
が
大
切
だ
。

議
員　
Ｗ
ｅ
ｂ
図
書
館
は
自
動

読
み
上
げ
機
能
等
、
視
覚
障
が

い
者
も
読
書
を
楽
し
む
こ
と
が

で
き
、
未
返
却
や
破
損
の
心
配

も
な
い
。
本
市
に
お
い
て
も
有

効
と
考
え
る
。
所
見
を
伺
う
。

生
涯
学
習
担
当
部
長　
市
政
情

報
等
の
デ
ジ
タ
ル
化
へ
の
取
り

組
み
を
検
討
す
る
中
で
、
電
子

議
員　
健
康
増
進
に
は
適
度
な

運
動
の
日
常
化
が
大
切
で
あ

り
、ウ
オ
ー
キ
ン
グ
が
有
効
だ
。

本
市
で
は
、
健
康
マ
ッ
プ
で
地

区
別
に
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
コ
ー
ス

を
設
定
し
て
い
る
が
、
よ
り
多

く
の
市
民
が
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
を

実
践
で
き
る
よ
う
、
コ
ー
ス
の

整
備
と
周
知
が
必
要
だ
。
野
川

や
仙
川
等
の
遊
歩
道
に
お
い

て
、
歩
い
た
距
離
が
実
感
で
き

る
よ
う
、
一
定
の
距
離
ご
と
に

よ
り
見
や
す
く
分
か
り
や
す
い

標
識
等
を
整
備
し
て
ほ
し
い
。

都
市
整
備
部
長　
可
能
か
ど
う

か
等
に
つ
い
て
検
討
し
た
い
。

書
籍
も
検
討
を
始
め
た
い
。

議
員　
移
動
図
書
館
は
、
現
在

13
カ
所
を
巡
回
し
て
い
る
が
、

巡
回
場
所
の
少
な
い
南
部
や
西

部
へ
の
拡
充
が
必
要
だ
。

生
涯
学
習
担
当
部
長　
新
た
な

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
拡
充
等
、
総

合
的
に
検
討
し
て
い
き
た
い
。

議
員　
幼
い
子
ど
も
連
れ
で
も

周
囲
に
遠
慮
な
く
利
用
で
き
る

三
鷹
市
版
赤
ち
ゃ
ん
タ
イ
ム
の

導
入
を
検
討
し
て
ほ
し
い
。

生
涯
学
習
担
当
部
長　
乳
幼
児

対
象
の
お
は
な
し
会
の
充
実
と

と
も
に
誰
も
が
快
適
に
過
ご
せ

る
環
境
の
整
備
に
努
め
た
い
。

議
員　
各
市
政
窓
口
や
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
・
セ
ン
タ
ー
等
に
返
却

場
所
を
増
設
し
本
を
返
し
や
す

い
環
境
を
作
っ
て
は
ど
う
か
。

生
涯
学
習
担
当
部
長　
図
書
館

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
網
の
充
実
を
図

る
中
で
、
貸
出
・
返
却
場
所
を

拡
大
・
充
実
さ
せ
た
い
。

〈
そ
の
他
の
質
問
〉
マ
ル
チ
メ

デ
ィ
ア
デ
イ
ジ
ー
に
つ
い
て

議
員　
単
身
高
齢
者
の
増
加
に

伴
い
、
空
き
家
の
増
加
が
懸
念

さ
れ
て
い
る
。
リ
バ
ー
ス
モ
ー

ゲ
ー
ジ
（
自
宅
を
担
保
に
生
活

資
金
を
借
り
入
れ
、
死
亡
時
に

自
宅
を
売
却
し
て
借
入
金
を
清

算
す
る
制
度
）
の
活
用
な
ど
、

空
き
家
化
防
止
対
策
に
積
極
的

に
取
り
組
む
べ
き
だ
。
東
京
都

社
会
福
祉
協
議
会
に
よ
る
不
動

産
担
保
型
生
活
資
金
貸
付
制
度

の
周
知
を
図
っ
て
ほ
し
い
。

市
長　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
周

知
に
努
め
る
が
、
相
談
の
ケ
ー

ス
に
応
じ
て
対
応
し
た
い
。

議
員　
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
先
進
的
取
り

組
み
を
進
め
て
い
る
本
市
で
、

今
後
、
自
治
体
ク
ラ
ウ
ド
の
導

入
・
利
用
に
よ
っ
て
、
高
齢
者

の
見
守
り
シ
ス
テ
ム
を
拡
充
し

て
ほ
し
い
。
所
見
を
問
う
。

市
長　
民
間
サ
ー
ビ
ス
が
様
々

議
員　
自
転
車
に
関
連
す
る
交

通
事
故
の
割
合
は
増
加
傾
向
に

あ
り
、
対
策
が
急
が
れ
る
。
自

転
車
等
の
利
用
に
関
す
る
総
合

計
画
策
定
に
向
け
て
本
格
的
な

検
討
会
議
を
設
置
す
べ
き
だ
。

市
長　
交
通
総
合
協
働
計
画
２

０
２
２
で
、
自
転
車
の
安
全
利

用
の
促
進
を
最
重
点
課
題
に
位

置
付
け
、
具
体
的
な
施
策
の
方

向
性
を
定
め
て
い
る
。
こ
の
考

え
方
を
基
本
に
進
め
、
会
議
の

設
置
は
検
討
課
題
と
し
た
い
。

議
員　
自
転
車
利
用
者
の
道
路

交
通
法
違
反
に
は
、
罰
則
に
実

効
性
が
な
い
と
考
え
る
。
条
例

で
の
取
り
締
ま
り
が
可
能
と
な

る
よ
う
な
法
改
正
が
必
要
だ
。

市
長　
困
難
な
課
題
と
認
識
す

る
が
、
有
効
な
対
策
を
交
通
管

理
者
に
要
請
し
て
い
き
た
い
。

議
員　
自
転
車
交
通
事
故
ゼ
ロ

議
員　
人
口
減
少
社
会
の
到
来

は
、
市
の
将
来
の
自
治
体
経
営

に
直
結
す
る
課
題
と
考
え
る
。

今
後
の
人
口
減
少
、
少
子
高
齢

化
へ
の
対
応
に
つ
い
て
伺
う
。

市
長　
本
市
で
は
将
来
人
口
構

成
を
見
据
え
た
「
都
市
再
生
」

と
、
少
子
長
寿
化
が
進
む
中
で

に
展
開
さ
れ
つ
つ
あ
る
た
め
、

今
後
、
こ
れ
ら
の
利
活
用
を
含

め
て
検
討
し
て
い
き
た
い
。

〈
そ
の
他
の
質
問
〉
東
日
本
大

震
災
の
被
災
地
支
援
に
つ
い
て

／
動
物
愛
護
に
つ
い
て

を
目
指
し
啓
発
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

を
強
力
に
展
開
し
て
ほ
し
い
。

市
長　
春
の
全
国
交
通
安
全
運

動
に
自
転
車
に
関
す
る
重
点
項

目
を
追
加
し
て
実
施
す
る
。

議
員　
警
察
官
が
自
転
車
の
乗

車
ル
ー
ル
順
守
の
模
範
と
な
り

厳
し
く
取
り
締
ま
る
べ
き
だ
。

都
市
整
備
部
技
監　
ル
ー
ル
徹

底
に
つ
い
て
三
鷹
警
察
署
の
全

署
員
で
取
り
組
ん
で
い
る
。

議
員　
子
育
て
中
の
母
親
や
高

齢
者
等
を
対
象
に
し
た
地
域
で

の
交
通
安
全
教
育
が
必
要
だ
。

都
市
整
備
部
技
監　
保
育
園
や

幼
稚
園
、
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

等
へ
の
交
通
安
全
活
動
の
継
続

と
と
も
に
、
広
報
等
の
充
実
で

交
通
安
全
の
啓
発
に
努
め
る
。

〈
そ
の
他
の
質
問
〉
柔
道
事
故

を
起
こ
さ
な
い
取
り
組
み
に
つ

い
て

の「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
創
生
」を
、

第
４
次
基
本
計
画
の
最
重
点
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
位
置
付
け
た
。

議
員　
生
産
年
齢
人
口
の
減
少

対
策
と
し
て
の
移
民
受
け
入
れ

政
策
に
関
し
て
所
見
を
伺
う
。

市
長　
今
後
、
国
際
的
な
動
向

や
、
国
の
雇
用
に
関
す
る
政
策

な
ど
を
注
目
し
て
い
き
た
い
。

議
員　
市
内
の
都
営
住
宅
や
Ｕ

Ｒ
賃
貸
住
宅
な
ど
の
住
民
の
高

齢
化
の
実
態
に
つ
い
て
伺
う
。

市
長　
個
別
の
把
握
は
し
て
い

な
い
が
、
Ｕ
Ｒ
都
市
機
構
か
ら

市
と
連
携
し
て
研
究
し
た
い
と

い
う
申
し
出
を
受
け
て
い
る
。

議
員　
高
齢
者
人
口
の
増
加
に

伴
い
、
扶
助
費
も
連
動
し
て
増

加
す
る
と
考
え
る
。
今
後
の
施

策
の
方
向
性
に
つ
い
て
伺
う
。

市
長　
三
鷹
将
来
構
想
検
討
チ

議
員　
地
域
主
権
の
実
現
に
向

け
、
自
主
課
税
権
の
行
使
等
も

含
め
た
自
治
体
の
あ
る
べ
き
姿

の
研
究
等
を
進
め
て
ほ
し
い
。

市
長　
慎
重
に
検
討
・
研
究
す

べ
き
課
題
で
あ
り
、
地
方
自
治

推
進
へ
の
取
り
組
み
の
実
践
と

提
言
を
積
極
的
に
行
い
た
い
。

議
員　
三
鷹
の
森
ジ
ブ
リ
美
術

館
等
へ
の
観
光
客
向
け
に
、
食

事
処
等
の
マ
ッ
プ
を
配
布
し
、

市
内
で
の
消
費
拡
大
を
図
れ
。

生
活
環
境
部
調
整
担
当
部
長　

観
光
・
情
報
ス
ポ
ッ
ト
「
風
の

駅
」
で
、
観
光
マ
ッ
プ
の
配
布

な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

議
員　
「
み
た
か
太
陽
系
ウ
ォ

ー
ク
・
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
」を
活

用
し
て
多
く
の
人
の
市
内
回
遊

を
促
進
し
、
消
費
拡
大
を
図
る

べ
き
だ
。
①
グ
ル
メ
マ
ッ
プ
と

議
員　
防
災
・
減
災
の
取
り
組

み
に
は
、
平
素
か
ら
の
自
助
や

ー
ム
の
報
告
書
の
中
で
課
題
を

ま
と
め
て
い
る
。
高
齢
者
の
健

康
長
寿
の
延
伸
に
向
け
た
施
策

が
重
要
だ
と
考
え
て
い
る
。

議
員　
少
子
化
の
進
行
に
よ
る

教
育
現
場
へ
の
影
響
に
つ
い
て

小
中
学
校
に
お
け
る
児
童
・
生

徒
数
の
将
来
予
測
を
伺
う
。

教
育
部
長　
本
市
の
公
立
小
中

学
校
の
児
童
・
生
徒
数
は
、
今

後
５
年
間
は
微
増
、
そ
の
後
は

横
ば
い
、
ま
た
は
緩
や
か
に
減

少
す
る
と
見
込
ん
で
い
る
。

の
連
携
が
効
果
的
だ
②
市
外
へ

の
広
報
を
充
実
さ
せ
よ
③
バ
ス

交
通
と
の
連
携
も
有
効
だ
。

第
一
副
市
長　
②
あ
ら
ゆ
る
方

面
で
Ｐ
Ｒ
に
一
層
努
め
た
い
。

生
活
環
境
部
調
整
担
当
部
長　

①
工
夫
し
て
い
き
た
い
③
今

後
、
十
分
検
討
し
た
い
。

議
員　
市
内
産
商
品
の
販
売
強

化
の
た
め
、
①
三
鷹
ブ
ラ
ン
ド

の
確
立
が
必
要
だ
②
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
通
信
販
売
を
始
め
よ
。

生
活
環
境
部
調
整
担
当
部
長　

①
関
係
事
業
者
が
協
力
し
取
り

組
ん
で
い
る
②
検
討
し
た
い
。

議
員　
「
救
急
あ
ん
し
ん
シ
ー

ト
」の
普
及
へ
の
対
応
を
聞
く
。

健
康
福
祉
部
調
整
担
当
部
長　

三
鷹
消
防
署
と
協
議
し
て
い

る
。
市
の
「
救
急
医
療
情
報
キ

ッ
ト
」の
普
及
も
進
め
て
い
る
。

住
民
が
互
い
に
助
け
合
う
仕
組

み
が
大
切
だ
。
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

活
動
に
つ
い
て
所
見
を
伺
う
。

市
長　
町
会
等
自
治
組
織
で

は
、
独
自
に
防
災
マ
ッ
プ
を
作

る
な
ど
、
防
災
活
動
も
行
わ
れ

て
い
る
。
町
会
等
が
な
い
空
白

地
域
で
も
新
た
に
連
携
が
生
ま

れ
る
よ
う
な
支
援
を
し
た
い
。

議
員　
自
助
と
共
助
の
間
の
取

り
組
み
と
し
て
隣
組
の
よ
う
な

向
こ
う
三
軒
両
隣
が
助
け
合
う

「
近
助
」
の
推
進
が
必
要
だ
。

市
長　
福
祉
、
防
災
等
各
分
野

議
員　
市
役
所
や
向
か
い
の
コ

ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
の
利
用

者
の
多
く
は
、
人
見
街
道
の
横

断
歩
道
が
な
い
箇
所
を
横
断
し

て
い
る
。
横
断
歩
道
と
信
号
機

の
設
置
を
要
望
し
て
ほ
し
い
。

市
長　
三
鷹
警
察
署
に
よ
る

と
、
他
の
横
断
歩
道
や
バ
ス
の

停
留
所
が
近
接
す
る
た
め
、
設

置
は
困
難
と
の
見
解
で
あ
る
。

議
員　
む
ら
さ
き
橋
通
り
の
社

会
教
育
会
館
前
と
南
浦
交
差
点

の
間
で
は
、
信
号
機
の
あ
る
横

断
歩
道
の
利
用
者
は
少
な
い
一

方
で
、
そ
の
南
側
の
コ
ン
ビ
ニ

エ
ン
ス
ス
ト
ア
付
近
の
横
断
者

を
包
含
し
た
多
元
的
で
多
層
的

な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
展
開
に
更

な
る
近
助
の
浸
透
が
重
要
だ
。

議
員　
身
近
な
者
同
士
で
命
を

守
る
取
り
組
み
と
し
て
、
都
が

示
し
た
防
災
隣
組
の
構
築
に
つ

い
て
、
今
後
の
対
応
を
伺
う
。

市
長　
町
会
等
が
取
り
組
ん
で

い
る
地
域
防
災
活
動
の
積
極
的

な
支
援
や
共
助
の
取
り
組
み
の

拡
充
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

議
員　
地
域
ケ
ア
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
事
業
は
、
高
齢
者
向
け
の
活

動
が
主
と
な
っ
て
い
る
が
、
将

来
的
に
は
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
活
動
全
般
の
相
談
を
一
括
し

て
受
け
る
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
の
よ

う
な
役
割
を
担
っ
て
い
く
も
の

と
考
え
る
。
所
見
を
伺
う
。

市
長　
福
祉
の
総
合
窓
口
制
、

総
合
相
談
の
充
実
を
図
り
、
各

部
局
間
で
情
報
共
有
に
努
め
る

な
ど
、
多
様
な
入
り
口
か
ら
支

援
が
始
ま
る
こ
と
が
大
事
だ
。

〈
そ
の
他
の
質
問
〉
薬
物
乱
用

防
止
へ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

が
多
い
の
が
現
状
だ
。
安
全
確

保
の
観
点
か
ら
横
断
歩
道
と
信

号
機
の
移
設
に
つ
い
て
伺
う
。

市
長　
地
域
住
民
等
の
意
向
を

踏
ま
え
、
移
設
の
可
能
性
を
三

鷹
警
察
署
等
に
相
談
し
た
い
。

議
員　
市
民
を
交
通
事
故
か
ら

守
る
た
め
の
歩
行
者
の
交
通
マ

ナ
ー
向
上
に
つ
い
て
伺
う
。

市
長　
引
き
続
き
マ
ナ
ー
順
守

へ
の
啓
発
を
進
め
て
い
く
。

議
員　
学
校
教
育
で
の
マ
ナ
ー

向
上
の
取
り
組
み
を
伺
う
。

教
育
長　
実
践
的
指
導
を
す
る

歩
行
訓
練
や
交
通
安
全
教
室
等

で
具
体
的
に
指
導
し
て
い
る
。

　
公
明
党
　
粕
谷
　
稔
　
議
員

超
高
齢
社
会
に
備
え
る

ま
ち
づ
く
り
の
推
進
を

　
公
明
党
　
寺
井
　
均
　
議
員

自
転
車
交
通
事
故
ゼ
ロ
へ

　
安
全
走
行
の
徹
底
を
図
れ

民
主
党
　
岩
見
　
大
三
　
議
員

人
口
減
少
社
会
を
見
据
え

　
自
立
し
た
自
治
体
経
営
を

民
主
党
　
長
島
　
薫
　
議
員

産
業
振
興
策
の
推
進
と

要
援
護
者
支
援
の
充
実
を

民
主
党
　
石
原
　
恒
　
議
員

住
民
同
士
の
助
け
合
い

「
近
助
」
の
推
進
を

み
ん
な
の
党
　
𠮷
沼
　
德
人
　
議
員

信
号
機
設
置
と
交
通
マ
ナ
ー
向
上

両
面
か
ら
交
通
安
全
対
策
を

乳幼児向けおはなし会（三鷹図書館）

災害時要援護者支援事業（井の頭玉川町会）


